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⑨ 歯根部象牙質の形成が完了すると, ベル トウイッヒの上皮鞘は歯小嚢組織中の線維束によって速や
かに象牙質面より離断され, マラッセの残遺上皮となる｡ したがって上皮鞘とマラッセの残遺上皮細胞と
の移行は明瞭である｡
① 歯根の形成が末完了の場合, 根尖孔部の歯根膜中には線維束の形成は極めて微弱であり, 多分に歯
腔期の幼君構造を保っている歯小嚢期に認められる内層部は不分明である｡











論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
歯小嚢は菌腔期においては歯歴保護作用に任じ, 萌出期以後においては主として歯根膜として菌根の保








組織の様相を呈するとともに, 歯根部象牙質の完成に伴いヘ ル トウィッヒ上皮鞘は歯小嚢線維により象牙
質面から離断されてマラッセ残遺上皮となる｡
4) 永久歯歯腔が発育すれば近接乳歯根尖貯嗣 曹骨には吸収現象が開始されるが, この時期には乳歯歯
根膜と永久歯歯小嚢とは- ･連続の組織となるが, それぞれ特徴ある郡位的相違を保ち, 永久歯歯腔の歯小
嚢ほ乳菌歯根に発現する吸収現象から永久歯歯腔を保護隔絶しようとする組織学的様相を呈する｡
5) 菌根形成に伴い菌が萌出に至ると菌根膜は歯頚部から漸次線維束は強敬となり, 走行も根面に対し
て斜行し, いわゆるシャーペ←線維の出現をみ, 唆合機能の開始とともに, 機能的, 構築学的な配列状況
以上の研究は苗小嚢から歯根膜への移行, 萌出, 攻合機能参加などの諸時期に対応して胎/7-:湖 から壮年
期におよび一連の組織学的変化をその機能に対応しつつ系統的に研究考察したものであり, 口腔解剖学上
のみならず,歯科学臨床上からみても有用な研究であり医学博士の学位論文として価値あるものと認定す
る｡
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